
平成３１年度 仮係数
．．．

による事業納付金と標準税率について 

１ 平成３０年度 保険税率での予算額と調定額について（検証） 

■ 事業費納付金と保険料収納必要額（清須市） 

事業費納付金計      … １，８７８，５４３千円 ① 

市町村に交付される公費  …   ３４３，７８６千円 ②(減算) 

保健事業等保険料で賄う給付…    ８４，０３２千円 ③(加算) 

退職分          …     ５，４９１千円  (減算) 

保険料収納必要額（軽減前） … １，６１３，２９８千円 ④A 

保険料調定必要額（軽減前） … １，７３４，９１５千円 ⑤(A÷92.99%）B 

退職分          …     ５，４９１千円 (加算)C 

計              １，７４０，４０６千円 B+C 

税率改正(軽減後)した調定に、標準的な収納率（92.99％）で計上 

平成 30年度予算額（一般+退職現年度分）… １，２４５，５０７千円 

（基準日 H30.10末・29年度所得 一般分+退職分） 

平成 30年度調定額（軽減後） … １，３３６，５８４千円 

標準的な収納率 92.99％を乗じた平成 30年度収入見込み 

                １，２４２，９００千円 

 結果、予算に対し、△0.21％(2,607千円)減少の見込みとなった。 

■ 税率比較 

 
所 得 割 資 産 割 均 等 割 平 等 割 

応 能 割（％） 応 益 割（円） 
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標準保険税率 

（H30） 
１１.１３ ０.００ ４６，８４５ ３０，９０５ 

５５．０３％ ３１．８５％ １３．１２％ 

平成３０年度 
７．８４ ３５．２４ ３１，４００ ２９，８００ 

５９．６８％ ２５．４２％ １４．９０％ 
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２ 県の示した事業納付金について 

平成３０年１１月１５日、仮係数による民健康保険事業費納付金等の試算結果及

び標準税率（一般分のみ） 

(1) 事業費納付金と保険料収納必要額（清須市） 

①事業費納付金       … １，９２５，８４０千円 (基本) 

②市町村に交付される公費  …   ３３１，２５２千円 (減算) 

③保健事業等保険料で賄う給付…    ８１，９０２千円 (加算) 

④保険料収納必要額（軽減前）… １，６７５，６８０千円 a 

⑤保険料調定必要額（軽減前）… １，７９０，６３８千円（a÷93.58％）b 

 

 

(参考)30年度税率での調定額(軽減前)…１，４１７，９１５千円 f 

（資格基準日 H30.11.1一般分） 

現行税率による調定不足分（ｂ-ｆ）３７２，７２３千円 

(2) 県の示す標準税率にした場合の被保険者一人当たり保険税額 

平成３０年度現行税率 f÷被保険者数＝１０５，５４７円 

平成３１年度標準税率 b÷被保険者数＝１３３，２９１円【+27,744円】 

（平成３１年度被保険者見込み１３，４３４人【△638人】） 

■ 標準税率 

 
所 得 割 資 産 割 均 等 割 平 等 割 

応 能 割（％） 応 益 割（円） 

平成３０年度 
７．８４ ３５．２４ ３１，４００ ２９，８００ 

５９．６８％ ２５．４２％ １４．９０％ 

標準保険税率 

（H31） 

１１．８１ ０．００ ５０，３０３ ３２，９５４ 

５４．９７％ ３１．７８％ １３．２５％ 
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【+55,723 千円】 

 

【+0.59％】 

【△12,534 千円】 

【△2,130 千円】 

【+62,382 千円】 

県の示す標準的な収納率（県内規模別 H27～29の平均） 

平成 30年度 92.99％ ⇒ 平成 31年度 93.58％ 

対前年度比【+47,297 千円】 

前年度対比【+0.68％】                 【+3,458】      【+2,049】 

県の示す標準

的な収納率 



３ 平成３１年度税率見込み 

法定外繰入の見直しは、原則６年間（平成３５年度まで）を目処に是正するとともに、

資産割を廃し３方式とする。 

平成３０年度の税率（所得割・資産割・均等割・平等割） 

H29現行税率＋（〈H30標準税率－H29現行税率〉÷６）＝H30改正税率 

平成３１年度の税率は、昨年度と同様のルールに基づき、 

５年（平成３５年度まで）で標準税率を目指す。 

H30現行税率＋（〈H31標準税率－H30現行税率〉÷５）＝H31改正税率見込み 

 

仮係数による試算 所得割(%) 資産割(%) 均等割(円) 平等割(円) 

平成 30年度税率 A 7.84 35.24 31,400 29,800 

標準保険税率(H31)B 11.81 0.00 50,303 32,954 

差 B-A＝C 3.97 35.24 18,903 3,154 

差の 1/5 C÷5≒D 0.78 △7.06 4,000 800 

平成 31 年度税率見込 

A+D=E 
8.62 28.18 35,400 30,600 

Eの医療分 5.65 18.00 20,100 18,700 

Eの支援分 1.52 6.66 7,300 6,400 

Eの介護分 1.45 3.52 8,000 5,500 

 

上記の改正税率見込みで賦課した場合の保険料調定額（軽減前） 

１，４９４，８０４千円 g〔f-g＝７６，８８９千円増額見込〕  



 

４ 被保険者の状況 

平成３０年度見込 １４，０７３人、８，５９６世帯 

平成３１年度見込 １３，４３４人、８，３４４世帯【△639人、△252世帯】 

上記減少に伴い、予算見込みで、△４４，５３２千円となる。 

５ 医療指数と一人当たり所得金額 

 ■ 医療費の水準(年齢調整後)は、全国的には平均を下回るが、県内では高い 

  
医療費指数（全国平均：1） 

平成２８年度 平成２９年度 伸び率 

愛知県平均 0.902885532 0.896909859 △0.0059757 

清須市 0.922168009 0.919843584 △0.0023244 

順位（54市町村） ８/５４ ８/５４ 
県内において依然と

高い水準にある 

 ■ 一人当たり所得金額は、県平均の増加額以上増加している。 

  
一人当たり所得金額（基礎控除後）（単位：円） 

平成２８年度 平成２９年度 増加額 

愛知県平均 ６９９，３８４ ７０６，８７８  ７，４９４ 

清須市 ６８６，９５４ ７０６，８４９ １９，８９５ 

順位（54市町村） ３３/５４ ３２/５４ 
所得水準は 

上昇している 

 

まとめ 

■ 仮係数による、平成３１年度標準税率が示され、現行税率（平成３０年度）との

差の５分の１を、現行税率に加減算する。 

■ 平成３０年度の増加額に比べ総じて、上げ幅が若干増加の傾向 

■ 平成３１年 1 月中旬に県より、本係数による事業納付金及び標準税率が示さ 

れる予定 
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